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蝶三種 の 雌 胴 蘯的漂本 動物學雜誌 X　 FIXIVL4 ：）L）．　 L）L））

に 闘す る試驗 〔茨 駿縣第一蠶業試験場〕試 験成緩 1

　　　 （1925 年 7 月 13 目 。 　於熊 F縣蠶業試驗揚）

　　　　　　　　　　　　　　　　圈　　版　 　説

　 圖は慧て 見 販 圖 に して 、多少模型的に 描 くo

第一
圏版　蠶兇の 腹 面 を切 開 して廣げ た る模式圖な り

明

C19．　2t，）〔蠶卵 1〕冷薮鹽酸孵i化 法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1〜U は 第 一网 に し て 、1δ〜】7 は 箪 二 例 な リo

　 上 部 の 數字 は figg．に して 、下 記 の 9x3 の 如 き數 字は 4 は 右 闘 の 腹脚 數、3は 左 鯛 の 腹脚 數 毎 示 す 。

第 二 岡振　IS〜　13 は 第 二 例 に し て 、44〜壬7 は 第
一

例 に 屬す 。 4S は 胚 予 の 環師と 蠶 見 の 璞節との 甥照 を

　 示 ぜ る模型圜な 、，。

蠶 兒 頭 部 の 内 部 骨 骼 こ 筋 肉。

（大 正 十 四 年十 二 月 ニ
ー
トー日受領 ）
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緒　　言

内部骨｛路　（Endoskeleton）

上 唇 の 筋肉 ｛Mu ミCle § of　the　labrtun〕

觸角の 筋 肉 ｛MU ヨdes　of 　the 。 11temla 〕

上 腮 及 び 唾 腺 の 筋 肉 （）五　tiseles 　of　tbe 　uiandible 　nnd 　salivary 　gland ）

下 腮 の 筋 肉 （）fnscle§ Df　She　maxil ］a ）

下 唇及 び 下咽頭 の 筋肉 くIlusc］es　of　the　labium　and 　t・he　hypopharynx）

咽 頭及 び 食道の 筋 肉 〔Ilusc］es　of　tbe　pharynx　and 　oesophnt 　．uus ）

後 頭孔 の 筋肉 （Mu5cle　o £ the　occlpi しal　loτamel1 ）

（淌食簪 の 筋 肉｝

交 　 献 （Literature）

挿圏及び 其 の 符號 の X 明 （Expla 】〕atioil　for　figures　＆　abbreviat ・ions）

緒 言

　蠢見頭部の 筋肉 に 關して の や 9 精 しい 研 究 は、私 の 知 つ て 居 る 範園 で は 、BLA ：c （189i） の 諭丈

があ る ば か りで あ る が 、それ に し不正 確 な所 や 、 不十 分 な 所が あ る 樣に 思 は れ る か ら 此 の 論文 奄書

く。 此 の 研 究 1te　t る に 當 つ て 恩 師 町 田次郎博士 の 御指導私受げ た事 が 多い o 筋 肉 の ラ テ ン 名 に 就 い

て 樽教示 下 さつ た 岡 村周諦先 生 と共 に 、こ 1に 厚 く感謝す る次第 で あ る 。

　茘肉 の 名 は BAsH ，
　SeEYER

，

　BAVF．R ， 殊 に BLANc に 依 つ た の で あ るが 、之等 の 人 の 誰文 に 記 藏
’

の 無 い の や 、明 に 誤 つ て 居 る と 患は れ る の は 作用な 考へ て そ れ に 應ず る 名な附け 、又 は 、其 の 筋 肉

の あ る位置 に 依 つ て 名毎 附 げ て 置い た e 筋肉 の 附着鉢を示 す爲に、キ チ ン 板 の 名 奄 用 ふ る必 要 の あ

る時繭 田博士 q923）biNSC−L−　 （1919》 に 依 つ た 。 筋 肉の 位置 の 雕 は 、口 が 最前方 に あ る樣な
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位置嘩 つ い て 彫 。 筋肉蜘 賞 に 尠 邑の あ る 1．の で・同一品捶洞 一糊 で 櫛 肉琴の 菰 黼

鮎o 起始點の 位置 、太 さ、長 さ、方 向 、
ブtどに 幾分 の 箇軆的變異 が あ る か ら、次 の 記載 が 蠶兒の 何

れ に で も正 確に 其 の 腔當 て 嵌 る と言 ふ の で は な い が 、然 し大 體 の主趣 に は變 サは な い 。 恂 、筋肉同

定 な どで 多少 不 確 な 所 もあ る か ら、諸賢 の 御叱 正 葎 願つ て 置 く。

1， 内部骨豁 （Endoskeleton）

　テ ン F リ ウ ム （Tentorium）は蠶 で は 三 部分 を認 め 得 る 。 須 田博士 は Btai　e

（1891） に 從 つ て
、 之 を舌骨 （Hyoid　apparatus ） と記 し

、 側 枝、 横枝 の 二 部 を

區別 し て 居 られ る e 側枝は テ ン ト リ ウ ム 前枝に 當 り、 横 技 は テ ン ト リ ウ ム 幹に

當 る
。

　（a）． テ ン ト リウ ム 前枝 （Pretenし・riuln ；anterier 　arin 　of 　the　t，entoriuin ）（Figs・

1　and 　4
，
　PTn ）は 扁甼 の

、 細 い
、 箆形 の キ チ ン 質の 棒で

、 前頭 （Frons）と頭盾

（Clypeqs）の 境 の 直後方 で 、 前頭 と 頭 頂 （Vertex）との 境 に 附 看 し 、 食道 の 兩側

を後方 に 伸び 、 食道 の 側腹方で
、

テ ン ト リ ウ ム 幹 に 附着 して 居 る
。

テ ン ト フ ウ

ム 前枝 の 腹 前面 か ら は 下腮 へ の 筋 肉が 出 て
、 又其 の 背 前端 に 近 く後 背面 か ら筋

肉機 の 結組 織 （Fig．1，
　Cn ’r　）が 出 て 居 る

。
テ ン ト リ ウ ム 前 枝 は 兩 端 以外 の 部は

褐色 に キ チ ン 化せ られ 、 申室で
、 周 圍 に は キ チ ン を分泌 す る 皮膜細 胞 が 一 列 に

竝 び 、 内面 は キ チ ン で 裏附け せ られ て 居 る c 池 田 榮 太 郎氏 （1915 ， p．534）が

柱駿 キ チ ン と 言 つ て 居 る の が 此 の 部 分で あ る が
、 私 は 氏 の 言ふ 樣 な 、 基部 を繞

る 筋 肉 を見 る 事 は 出來 な か つ た
。

テ ン ト リ ウ ム 前枝 が 前頭 の 側 面 に 附着 す る所

は
、 他種 の 昆蟲 の 或 物及 び 蠶蛾 で は 穴 に な つ て 居 る が

、 蠶 兒で は 穴 は 見 え な い
e

テ ン ト リ ウ ム の 長 さ 約 1．5mm
。 掲色 の 部 の 長 さ 約 1．z）　mm

。 最 も廣 い 部分の

幅約 0ユ5mm
。

　（b）， テ ン ト リ ウ ム 後枝 （Metatelltorium； posterior　 arm 　of　the　tentorium）

（Figs．1 ＆ 4
，
　MTn ）は 蠶で は 極 く短 い

e

　 蠶 兒頭 部 の 腹 面 後方 に あ る二 枚 の 三 角板 （須 田博 士 は 底板 と譯 して 居 られ る ）

の 後縁 で
、 そ の 側 方 の 隅 に 近 く附看 し、

』
約 O．2mm ．位の 短 距離 を背前方 に 進 ん

で
、

テ ン F
’
　

’
P ウ ム 前枝 と 連 る

。
テ ン ト リ ウ ム の 繭 後枝 及 び 幹 は 一 部 分融合 して

居 て
、 境界 は 明 確 で な い

c テ ン ト リ ウ ム 後枝 は大 部 分 は 臼色宇透明 の キ チ ン 質

で
、 下 唇下掣筋 の 附着點丈 が 褐色 に な つ て 居 る

。
テ ン

』
ト リ ウ ム 後技 が 三 角板 へ

附 着 す る 部 分 （Met，atentorina ） も蠶蛾 や 『｛翅 目 の 昆蟲 で は 穴 に な つ て 居 て
、 外

か ら見 え る が
、 蠶 兒で は 見 え な

『
い

。

・テ ン ト リウ ム 後枝 は 短 V ・ の で 、 特 痢の 部 分

とは せ られ ぬ 事 もあ るが
、 發生 か ら考 へ れ ば 當然 、 他の 部 と廛別 せ らる べ きで

亀
’
ら ラ

’
と思 ふ

。
−BL ∬ e　q891）は 之 を三 角板 （氏 の 所謂 P三壱ce　ba寧ilaire） の r 部

と 見て 、 ：舌骨突 起 （APOPhy 串e　byoidl¢茎｝1｝e）と言つ て居 る
。

’
　 ．　　 、、

　（c ）．　テ ン ト リ ウ ム 幹 （Corpotentorium；body　Qf　the　tentoriul11）（Fig，ユ，
CTn ）
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は 蠶で は唯 、 白色 宇透明 の 細 い 捧 に 過 ぎ な い
。 位置 は 喉下 祕經球 と咽頭 と の 間

で
、 體の 長軸 と直角で

、 水 卆 に 横 は り
、 左右 の テ ン ト リ ウ ム 前枝の 腹端 を結 ん

で 居 る
。 之 か ら下 咽頭 （Hypopharynx）を下唇 へ 行 く下唇舉筋 、 及 び 咽頭 へ 行

く二 筋 肉が 出る
。 長 さ 約 1．01nm

。

　テ ン ト リ ウ ム 葉 （Laminatenしorium ）テ ン ト y ウ ム 背枝 （DorsotenLoriu血）は

蠶 で は 見 られ な い
。

　 テ ン ト リ ウ ム 以外 の 頭 部 の 内部骨骼 と して は 、 上 腮 屈 筋 腱 、 同伸 筋腱 が あ り
、

テ ン ト リ ウ ム と 同 樣 に して 、 外胚 葉 の 陷入 か ら生 す る と 言は れ る
。

2． 上 唇の 茘肉 （Muscles　of 　the　Iabrum）

　（1）　　上 唇 後 牽筋 （Musculus　retraetor 　la1）1’i）（Figs．2 ＆ 6
，
1．1・1）

　　　 ＝ le　r6tracteur 　du　labre
，
　BLANc ；

　　　 ＝ ］nusculus 　levatores　tabr’i
，
　BAUER．

　Y 一字 形縫 合線 に 應 じて
、 頭 の 内部 に 突 出す る キ チ ン 棚 （假 稱 、

Parademe ）の

後 部側 面 か ら、
4 本 叉 は 5 本 の 太 い 筋 肉束 と し て 出で

、 前側方 に 進 み
、 段 々 細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 くな り
、 途 に 一

本 の 腱 に よ つ て
、

　 　 上 唇 と 頭 盾 と の 境 の 腹 面兩側 に

　 　 あ る Torma と 言ふ キ チ ン 突 起

　 　 に 附 着 す る 。 長 さ約 1．7− 19

　 　 1皿 1．此 の 筋 肉 は 上 唇 を後 方 に

Dfき Tm

depressor　Iabri）（Figs．2 ＆ 6
，
　Lr　2）

霜 ＝ abaisseur 　du　labre
，
　Blanc ；

＝ musculu 忌depressor　labii
，
　Bash．

引 く作 用が あ る
。

　（2）　一ヒ唇 ド蓴墾筋 （Musculus

　前頭 の 後端 内面 で 體 の 正 中線 の 兩側 か ら
、 各 々

一一
本 の 筋 肉束 と して 起 り

、 兩

者 互 に 竝 行 して 前腹方 に 進 み
、 頭 盾 の 前部 に 相 當 す る 位置 で

、 上咽頭 の 内面 EP

ち背面 に 附 着 す る 。 長 さ約 1・3　mm ・ 此 の 筋 肉 は 上 唇 を腹 方 に 曲 げ る作用 が あ

る
。

　（3） 上唇舉筋 （Musculus　levator　labri）（Fig・7，
　Lr3）

　　　　＝ muscle 　intrins6que　du　labre
，
　Blanc．

　 上 屠 の 後縁 で
、 正 中線 の 左 右で 之 に 近 く起 り

、 腹 側後 方 re進 み 、 上 唇下掣筋

の 前方約 0．鍛 mn1 で 上 咽頭 に 附着 す る
。 左 右各 三 本の 短 い （長 さ約 0．16　mm ）

筋 肉束 か ら成 る
。
Fig・7．　　　　　　 ゴ
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　　　　　　　3． 觸角の箭 肉 （Muscles　of 　the　antenna ）
（1）　觸 角伸筋 （Musculus　extensor 　antennae ）（Figs．2A ＆ B

，
　At　1）

　　
＝ ＝ musculus 　extensor 　antennae

，
　Bash ＆ others ．

　前頭後部 の 側方 に 近 く、 頭 頂 か ら起 り
、 前方 に 進 み 、 觸 角基 部の 膜質圓錐 形

の 部 の 内側 に 沿 つ て 觸角 中 に 入 O
、 次 に 少 し く側 方 に 曲 つ て

、 觸角第一 節の 後

縁 の 側背部に 附着 す る
。 之 は 觸角を 、 主 と し て 側 方 に 屈 げ る作 用 に 與 る

。

　（2）　觸 角 第
一

屈 筋 （Museulus　flexor　antennae 　I）（Figs．2A ＆ B
，
　At　2）

　 　 　 ＝ one 　of 　Bash ，

s　mm ．　fiexores　antenmae ．

　前者 の 側方 よ り之 に 接 して 起 り、 其 の 背 面 に 接 して 進 み 、 觸 角基 部 の 圓錐 形

膜質部 に 入 つ て か ら之 と 分 れ、 觸角第一 節 の 後緑 で そ の 内背方 に 附着す る
。 前

者 よ り稍細 く、 觸 角 を背内方 に 屈 す る 作 用が あ る
。

　（3）　觸 角第 二 屈 筋 （Musculus　flexor　antennae 　II）（Figs，2A ＆ B
，
　At　3）

　 　 　 ＝ One 　Of 　BaSh ’

s　Inm 。　fleXOreS　anteDnae ．

　（1）の 後方 で 之 に 接 し て 起 り
、

之 の 腹面 に 接 して 走 り
、 （2）の 腹方 で 之 tZ近 く

附 着 す る
、

之 は逋常 2 本 （時 に 1 本の 事 が あ る）の 細 い 筋 肉 束 か ら成 り
、 觸 角

を内腹 方 に 屈 す る 作 用が あ る 。

　（1）（2）（3） を組 合せ る と 觸 角 は 何れ の 方 向 へ も動 き得 る 理 で あ る が 、 3 本が

殆 ん ど 1 本 の 讎 に な つ て 居 る か ら動 き得 る範 園 は 狹 い と言 は れ る （Dyt
・iSCttS

，

SPEYER）。

　觸 角 の 筋 肉 は BL ．4NC （1891 ）， 外山 石 渡 雨氏 （1896）弛 田 榮太 郎氏 （1915）等 、

蟲饐解剖の 基礎 をな して 居 る論 者 に 皆入 字形 叉 は そ れ に 近 V ・ 形 を な して
、 頭頂

の 後側縁 か ら出 る 磯 に 記 さ れ て あ る が 私 の 見 た 所 で は 常 に 上 述 の 樣 で あ る 。 長

さ各 k 糸勺 1．3一 工4 皿 m ．

　　 4． 上腮及唾腺の 筋肉 （Muscles　ofthe 　ma1 ｝dible　and 　sa 玉lvary　glalld）
　 　 　 　 　 　 　

　（1）　上 腮 屈筋 （Musculus　fiexor　mandibulae 、（Fig ．3
，
　Md 　1）

　　　
・
’
＝＝ Musculus　fle．vor　mandi ｝）ulae

，
　BAsH 　＆   thers．

　上 腮 の 基 部 内縁 か ら大 きな腱 が 出て
、 垂 直 の 位置 を保 つ て

、 内前腹方 か ら側

後背方 に 向 つ て 居 る
。 IHの 腱 の 側 面 、 周縁 、 内面 か ら澤由 （約 130 本）の 筋 肉

束 を出 し 、 頭 頂 の 背 面 、 側 面 、 後面 及 Y一字 形縫 合線 の 内面 に 突 出 す る キ チ ン

棚 に 附着 し、 此 の 腱 は 更 に 側 方 に 折 り返 つ て 皺 を 生 じて
、 筋 肉 の 附着 面 を壇 し

て 居 る u 此 の 腱 の 腹 面後縁 に 唾 腺が 附着 して
、 其 の 導 管は腱 の 膜縁 に 沿 ひ て 其

の 中 を進 み 、 上 腮 の 基部 に 開 い て 居 る
。

　（2）　唾 腺擴 脹筋 （Musculus　dilatatQr　glandu ｝ae 　salivae ）（Figs，　3．A ＆ B
，
Md 　2）

　三 角 板の 後側方 か ら起 つ た 1 本 夂 は 2 本 の 小 筋 肉 は 、 前内背方 に 向 つ て 進
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み
・ 唾腺 の 前端 ・ 導 管と の nj　tc近 く附着 して 居 る

。 長 さ約 0．2　mm ． で 睡腺 を

擴 げ る作 用 を して 居 る 。 私 の 見た文 献 に は 此 の 筋 肉は 未 だ 記載 され て 居 な い
。

　（3） 唾 腺 導管擴脹 筋 （Musculus　dilatator　ducti　salivae ＞（Figs，3A ＆ B
，
　Md 　3）

前者 の 前棚 肪 か ら・ そ れ よ り太 い 約 7 本の 筋 肉束が 一 列 に 竝 ん で 尠 （其
の 一 部の もの は 三 角板 の 後蜘 ・ ら起 る ）、 其 略 磁 融 互 に 並 行 し て ．前 内背
方 に 進み 唾腺 導管の 腹面 に 附 着 す る

。 之 は 導 管 を擴 げ る作用が あ る と同時 に
、

上 腮 を内轉せ しむ る作 用 も あ る ら しV ・
。

（2 ） 及 び （3） za （1）の 一部 分 拷 ふ べ き か と も思 ひ 夊實際 發 生か らは Bl
撒 もの で あ ら う が 謝 着 點 の 構 と f乍用の 上 か ら 、 上 述 の攤 ・ して 置 く洛
筋 肉束 の 長 さ は 約 0．4− 1．Omm ．

（4） 上 腮伸 駲 M ・sc ・1・・ e・t・・ s。r・ ・n ・ndibulae ）（・Fig．3・A
，
　Md 　4＞

　　　
＝ ・　muscu ｝us　extensor 　mandibalae

，
　B ⊥ sH ＆ oLher5 ．

　上 腮 基 部 の 側 腹縁 か ら 出て
・ 後腹 方に 向 ふ 腱 に 附 着 す る 約 30 本 ば か り の 筋

肉 束 よ りな る
・ 起始點 噸 頂 の 撒 面 で 頬 LG… ）と 言は れ る 鰯 で あ る

。

　蠶 で は 、 テ ン ト リ ウ ム か ら上 臆 へ 行 く小 さ い 筋 肉 は 見 當 ら な い
． 叉池 田 榮太

郎氏 （1915 ）力泙 滑 腺 して 記 載 して あ るの は 、 細 胞 の 形 か ら見 て
、 筋 肉 と は 思

は れ な 〉’

。
BL．xNC （1891） は某の 物 を

、 上 腮 の 厚 い キ チ ン 質 を分 泌 す る 爲 に
、

眞 皮細胞 の 丈 の 高 くな っ た もの と 言つ て 居 る が
、 私 も、

キ チ ン 質分泌が
、 此 の

組 織 の
、 少 く と も

一
つ の

、 役 目 だ と思 ふ 。 と 言 ふ の は
、 之 を作 る細 胞 は 管状 に

排列せ られ て
、 細 胞 の 内面 は キ チ ン 質 と 同 じ樣 に 染 ま る物 質で 充 さ れ て 居 る か

らで あ る 。 此 の 組 織 は 必 す氣 管 と聯絡 し、 叉 上腮神 經 の 幹 も、 此 の 紐 織 を通 じ

て
、 上 腮 に 入 る

。

　　　　　　　　 5． 下腮の 筋肉 〔M し1scles 　of 　the　maxilla ）

下 腮 の 筋 肉 は 噸 の 外 は すべ て
・ 上 黝 肉の 内方 に あ る、

（1） 下 腮後牽筋 （M ・ ・culu ・ ret ・aet ・・ m ・xi11・・只Fi昏 4
，
　M ・ 1）

短 咽 錐 形 の
・ 長 さ約 1・Omm ・ の 筋 肉 で

、 テ ン SV ウ 揃 枝の 騰 嫐 。 近
く勘 ・ （起黜 唹 て 馳 2 本 に な つ て 居 る ）前腹 方 に 進ん で 潮 節 （，。・d。）の

基 部 の キ チ ン 突 起 に 附着 して 居 る ． 秘 此 の 筋 敵 就 て
、 明 ，， 記 載 して あ る

論 丈 を見 る 事 が 出來 な か つ た
。
Bi・

　・tNC 　C1891） の 下 唇後牽筋 （1e　musc ］e　r6trae −

teu「 de
　
la

　l6vre）の 一部が 之 に 當 る の か も知 れ ぬ が
、 そ の 圖は 非常 に模塑的で 、

且 つ 筋 肉束 の 各 と の 位置 を明 記 して な い 上 に
、 そ の 筋 肉 を下 唇 に 屬 す る もの と

して 居 る か ら 、 同 じ物 と す る の を躊躇 す る c

（2） 下 腮 内agM・（“1・ …cul … dd・ ・ t・r　maxilla ・）（Fig。4，
　M 。 2｝

　　　
＝ le　muscle 　aclducteur 　du　la　maeboire

，
　BLA ！　c ．
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　前の 者 と SU　9 同 じ太 さ で
、 長 さ は 之 の 約 2 倍 あ り

、
テ ン ト リ ウ ム 前 枝 の 中

央 よ り稍腹方 の
、 前腹面 か ら起 り（ec　k 起點は 2 本 tCなつ て 居 る ） 前者 と略並

行 に 進 み 、 蝶蛟節 （Stipes＞の 内方 前端 va附着 して 居 る
。
　 BLANC （1891） は 下腮

鬚 の 基部關節 に 附 着す る と 言ふ が
、 私 の 見 た もの に は そ の 様 な も の は な か つ た

。

　（3） 下 腮第 一一・99筋 （Muscuhs 　levator　n 恨 xillae 　I）（Fig．4，
　Mx 　3＞

　　　　＝ part　of 　Bi．．tNc
’

s　le　inuscle 　pr。t・raeteur 　de ］a・lbvre．

　之 は 下 腮 の 筋 肉 と して は 、

一
番 大 き v・ もの で

、 テ ン ト リ ウ ム 前枝 の 前端 に 近

く、 前腹 面 か ら出て
、 （2） の 側方 を腹方 に 進 み 、 軸 節 の 基 部 内縁で （1・）の 稍 前

方 （約 0・3　min ・）に 附着 す る
。

テ ン ト リ ウ ム 前枝上 の 起 點で は 3 本 夊は 1 本か

ら成 り（時 に は 1 本 の 事 が あ り
、 此 の 時 に は 次 に 記 す る もの が 3 本 に な つ て 居

る ）、 長 さ約 1，3一 ユ．7　inni ．

　 （4） 下 腮第二 擧筋 （Ilusculus　levator　niaxillae 　II）（Flg．4
，
　Mx 　4）

　　　
＝＝part　of　BLA 蒼c

’
s　le］uuscle 　proLracteur　de　la】色vre ．

　 之 は 1 本 の 稍太 い （幅 約 0・1mm ・） 轜 い 筋 肉束か ら成 り
、 第一 畢筋 （Mx3 ）の

前背 方 で
、 第三 舉筋 と 合 し て 同一 の 所 か ら起 り

、 第一 鏖筋 と ms　k 竝行 して 進 み
、

之 の 前方 で
、

之 に 密接 して 腱 に よつ て 附着 して 居 る 長 さ 約 】．7mm ，

　（；〉） 下 腮第三 舉筋 〔Muscuhls　levator　lnaxillae 　lll、（Fig．4，
　Mx 　5）

　　　　＝ 　payt・t
’
　BLxNe ’

s　le　n ユuscle 　protracteur　de　la　l壱vre ，

　 前述 の 樣 に
、 第二 舉筋 と 合 して

、
テ ン ト リ ウ ム 前枝が 前頭 の 側面 に 附着 す る

點 夊は 其 の 直 前 方 か ら 1 本 の 太 い 腱 に よ つ て 始 り 、 第二 塞 筋 と

’

分 れ る と 同時

に 自 ら も二 分 し 、 内轉筋 いIX2
『
｝ の 側 方 を腹 方 に 向 つ て 進 み 、 蝶蛟節 の 内 縁 中

央部 に
、
2 本 の ま ま、 別 々 に

、 前 後 に 互 に 相接 し て 附 着 して 居 る 。 長 さ約 1．3

1）lnl ．

　 BL．LNC （1891） は （3）確 ）f5 ） を下 唇 前牽 筋 と 言 つ て 居 る が
、 附 着點 （起始點

で も幾分）で は （3）と （5）と は 明瞭の 區別 が あ り、 （！）は蠶で は 別 の もの と す る 必
　 　 　 　 　 　 1

要 も無い 樣 で あ る が
、 柞蠶 な ど で は 明 に 一 つ の 筋 肉 に な つ て 居 る か ら上 の 様 に

分 けた
。

　 （6） 下 腮第
一

外 轉筋 いluseulus　abductor 　n ］axillae 　IMFig 」4
，
　Md ｝

　 　 　 　 ＝ le　lnusc ！e　abduc 七eur 　de　la　nmch 圏）ire．　Blane．

　 三 角板 の 側 後 隅か ら起 り
、 其 の 側縁 の 内面 に 港 ひ 、 上 腮屈 筋の 内方 を逋 り

、

唾腺導管擴 張筋の 間 を貫 い て
、 前方 に 進 み 、 下 腮 に 入 り

、 擔 鬚節 の 後側方 に 附

着 して 居 る 長 さ約 1．8mm ．

　 （7） 下 腮第二 外轉筋 （Musc 曲 ls　abducbor 　inaxillae 　II）（Fig．4，
　Mx 　7、

　　　　＝ ：le　muscle 　re］dveur　de　1｛し　machoire ，
　BL ．txc ．

　 下 腮 内縁 で
、 蝶 皎節 と軸節 D 境 に 近 く、 （4）と（5）と の 附 着點 の 聞 か ら起 り、
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側前方 に 進み ．（6） と同一
の 場所 に 附着 して 居 る

。 長 さ約 0．8mm ．

　（8）　下 腮 下 禦筋 （Musculus　depressor　maxillae ）（Fig．4，
　Mx 　8）

　　　 ＝ ・le　muscle 　abaisseur
，
　BI．ANc ．

　第二 外轉筋 （7）の 前方で
、 之 と 密接 して 起 り

、 蝶蛟節 の 内縁 に 澹 ひ て 進 み 、 擂

鬚節 の 腹 媛方 で
、 剛毛 の 直 後方 に 附着 し て 居 る

。
1 本 又 は 2 本 の 筋 肉束 か ら戌

る
。 長 さ 約 O．8 皿 m ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

6． 下唇及T 咽頭の 筋肉 （Museles　Qfthe 　labiuln　and 　the　hypophary11x）

　（1） 下唇畢 筋 （Musculus　levatOr　labii）（Figs．2 ＆ 5
，
　Li　1）

　　　 ＝ le　muscle 　rel 壱venr 　de　la　lbvre　inferieure，　BL ・wc ．

　 テ ン ト リ ウ ム 幹 の as　k 中央 、 體の 正 中線 の 兩側 か ら 、 各 1 本宛起 り 、 前方 に

進 む。 先 は 水 卒 面 内で 二 分 し、 内方 の 頭 は 下 咽頭 の 菱 形 の 凹 み の 外 角 （此 の 四

み は 此 め筋 肉 の 附着 に 依 つ て 成立 した もの と 思 は れ る ） に 附 着 し
、 側方 の 頭 は

莖節 の 後方 へ 伸 び た 先端 に 附着 し て 居 る
。 長 さ 約 1．3　mm ．

　（2） 下唇下 型筋 （Musculus　depressor　labii）（Fig2 ＆ 5
，
　Li　2）

　　　 二 abaisseur 　de 工a　16vre　inferieur
，
　BLAxc ，

　 テ ン ト リ ウ ム 後枝の 前内縁 が ら 2 本宛 の 筋 肉束 と して 起 り、 前 内 方 rc向 つ

て 進 み 、 莖節 （Men むum ）の 中央 後端 の 切込 み の 所 へ
、 左右 の もの が 、 竝 ん で 附

着 す る
。 長 さ約 1．4　mm ．側方 の も の は 太 く、 内方 の も の は 細 い

。

　（3） 上 部紡筋 （Musculus　superior 　lanificus）（Fig・5，
　Li　3）

　　　 ＝ 1es　maseles 　fileui’s　sup 邑rieurs
，
　BLANc ．

　下 咽頭 の 内面 側 背縁 に 沿 つ て
、 約 7本 の 太 く短 い 筋 肉束 が

、 前後 に 竝 ん で 起

り
、 腹方 に 進ん で 絹絲 腺 の 共通 管 （filiさre 、の 背面 中央線 に 沿 つ て 附着 す る

。

　（4） 下 部紡筋 （Musculus　inferior　lanificus）（Fig．5，
　Li　4）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

　　　 ＝ les　mascles 　fileurs　inf6rieurs
，
8L 激 Nc ，

　莖節 の 内面 、 正 中線 よ り稍 k 側方 に 沿 っ て 起 り 、 左 右各 k 約 5 本 の
、 短 い 筋

肉束 か ら成 る 。 附着點は 一見 、 絹絲腺共通管 の 側壁 の 樣 で あ る が
、
BLAI　c （1891）

は
、 側方 を廻 つ て 背 面 に 附 着 す る と 云 つ て 居 る

。

　（5） 側部 紡筋 （Musoulus　lateralis　lani且cus ）（Fig，5，
　Li　5）

　　　　＝ les　muscles 　fileurs　lat6raux
，
　BLANc ．

　 絹絲 腺共 逋 管 の 前部 側壁 と 莖節 の 後方 に 延 長 さ it　k 部分 の 内面 と を聯絡 す る

筋 肉で
、 左右各 々 1 本 宛 か ら成 る 。

　（3）（4）（5） は BLANC （1891） に 依 る と絹 絲腺共通管の 容積 を塘す作 用が あ る

と 言 ふ 。
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　　 7． 咽 頭及び貪道の 筋肉 （Muscles　of　the　pharynx　and 　oesophagus ）

　　A ． 腹 面の もの 　　　　　　　 ’

　（1） 咽 頭 テ ン ト リ ウ ム 前筋 （Musculus　tentoriephar3rngealis　anterior ）（FigS．

　　　 2 ＆ 6
，
1）h1 ）

　　　 ＝ Musculus　telユtori◎pharyllgealis　anterior
，
　SPEYER ；

．
．　　　 ＝ ・One　of　BLANc ’

s　les　diiata七eurs 　inferieurs　du　pharynx．

　テ ン F リ ウ ム 幹 の 前縁で
、 下唇擧筋 の 側方 か ら出て 、 内前背方 に 進 み

、 咽 頭

の 腹 面で
、 下 唇畢筋 の 内方 附着 點 の 約 0．2mm ．後 方 に 附 着す る

。 長 さ約 0．8
mm ，

　（2） 咽 頭 テ ン ト リ ウ ム 後筋 IMusculus　tenもq〕riopharyngealis 　posterior）（Figs．

　　　 2 ＆ 6
，
Ph　2）

・
　　 ＝ Mnsculas　tentoriopharyngealis　posterior，　SpEYER ；

　　　 ＝ 011e　of ］BLAts’c ，

s　Ies　n ユuscles 　d旦atateurs 　inferieurs　du　pharynx．

　前者の 側 方で 之 に 接 して 起 り 、 其 の 背内方 を進み 、 前者の 後方 約 02mm 。で

咽頭 の 側腹面 ic附 着 す る 。 之 は 左 右の もの 共 に 2 本 の 筋 肉束 か ら成 り
、 内腹

方 の もの は 一
度 二 分 し 、 其 の 二 頭 の 中 、背 方 の もの が 更 に 二 分 して 居 る

。 長 さ

約 0．7mm ．

　（1）及 び （2） は 咽 頭 瀞 經 環 よ り内方 に あ る
。

　 B ． 背面 の もの

　（3）　咽頭背面 第 一
擴 脹筋 隻Muscuhls　dilatator　pharyngis　dorsalis　I）〈Figs．2

　　　 ＆ 6
，
Ph　3）

　　　　＝ dilataもor 　pharyngis　I，
　SPEYER ；

　　　　 ＝ part　of　BLANe ’

s　di1atateur　de　］a　eavit6 　buccale．

　 テ ン ト リウ ム 前枝 の 背面附 着 點か ら約 O．2　mm ．前方 、 頭 盾 の 内面 で
、 其 の

　 　 　 　 　 　 J

側緑 に 迸 い 部 か ら起 り
、 腹方 稍後方 に 進 み

、 咽 頭の 背面 、 上 唇下掣筋 の 後方 約

0．3mm ．に 附着す る 。

　（4） 咽 頭 背面第二 擴脹 筋 （M 叩culus 　dilatator　pharyngis　dorsalis　II）（Fi含s，

　　　　2 ＆ 6，Ph 　4）

　　　　 ＝ part　of 　BLANc ’

s　dilaLatear　de　la　cavit6 　buccale．

　 前者 の 直後方 か ら起 り 、 略 k 同機 の 方 向 に 遘み 、 そ の 後方 に 附 着 す る
。

之 は

起 始點 、 附着點共 に 二 叉 に 分れ て 居 る事 が あ る
。 長 さ約 0．18mm ．・

　 （5）　咽頭背 面第三 擴 脹 筋 （Muscu …us 　d三latator　pharyngis　dorsalis　III）（Figs．

　　　　2 ＆ 6
，
Ph 　5）

．
…　　　

．・　　
’
　．

”t

　
『

　　　　 ＝ parb　of 　BLAtsc’

s　dilatateur　de　la　cavit6 　buceale．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　起 始點 、 附着點 共に
、 前者 と僅 の 距 離 を隔 て k 其 の 後方 に あ り ． 多 ぐの 場合

ic附 着點 は 二 叉 に 分れ て 居 る
。 　　　　　　　　　　　　　　　

．
：

　（6） 咽 頭 背面第 四 擴脹 筋 IMuscu！ls　dilaLa七〇r　pharyngls　dorsalis　I、、（Fjgs2

　　　 ＆ 6
，
Ph　6）

　　　 ＝ ＝ pat
“t　ot

’
BL．vNc

，

s　dilatateuv　suP6rieur 　du　pharynx ，

　筋 腦神經球 の 前方 約 02mm ．
。 前頭 と頭頂 と の 境 の 内面 に 突 出す る キ チ ン ．棚

の 側 面 か ら起 り
、 上 唇後 牽筋 の 側 方 を腹方 に 進 み 、 腦漁經球 の 前 方 で 之 に 近 く 、、

咽頭 の 背面 に 附着 す る
。

　（7） 咽 頭 背面 第五 擴 脹筋 （Ilusculag　dilatator　pharyllgis　clorsa ！is　V ｝〜Fig　6
，

　　　 Pli　7）

　　　 ＝ par亡of ］IL．Nxo ’

s　dilat・ate し／r　sap6rieur 　da　pharynx，

　前者 に 劉 し
、

キ チ ン 棚 の 反 樹 側か ら 生 じ、 前者 と共 に 上 唇後 牽筋 を挾 む形 に

な つ て 居 る
。 前者 の 内方 に 接 して 附 着 す る a

　（8＞ 咽 頭 背 面第六 儂 脹筋 丸MUSCuhls　diht飢 oq ・haryngis　dorsa恥 YI
’
） （Fig．

　　　 6，PhS ）

　前者 の 後方約 02mm ，か ら起 り
、 前腹方 に 向 つ て 進 み 、 （6）と （7）と lc挾 ま

れ て
、 咽頭 の 背面 に 附着 す る 。

・此 の 筋 肉 は Fig．6．　B で 見 られ る樣 に 、 背脈 管

壁 に 附着 して 居 る
、

　（9） 咽頭背面第七 癖脹筋 ｛ltlusenlu．t　clilat−ut・ov　pharyngis 　dOrsalis　VII
’
）　tFigs．

　　　 2 ＆ 6
， Ph　9）

　　　 ＝ ＝ part　of 　ISL．txc
’

，s　dilatateur　sup6rieur 　du　pharynx，

　之 は 腦紳經 の 後球 端 の 邊 で 、 前逋 の キ チ ン 棚 の 側 面 か ら 起 る
、
3 本 の 細 い 筋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

肉 束 が 前後 に 竝 ん だ も の で 、 上 唇後 牽筋 の 内方 を通 つ て 腹 方 に 進 み 、 腦神經 球

の 前で
、 咽頭 の 背面 に 附 着 す る

。

　（3）乃 至 （9）は 皆長 さ 1mm に 滿 た ぬ 小筋 肉 で
、
　 BLAxc （1891 丿 の 記 載 な ど も

至 つ て 簡 單で あ る
。

t　 C． 側 背部の も の

　（1  ）　側 背 音F卩因豆頁1貰班長筋　［．｝
・Iusculas　dilatat・or 　pharyngis　dDrsolateralis）　（Figs．

　　　 2 （k6
，
　Pl110、

　　　 ＝ dilat・ateurs ｝atera 〔IX 　s（tP 壱rieurs 　du　pharγnx
，
　BLANC ．

　腦 紳經 球 の 直後 、 咽頭 の 筋 側 線 に 澹 つ て 附 く （約 08
再

m の 間 か ら）細 い 、

6− 7 本 の 筋 肉束か ら成 り
、 側 後 方 に 進 む に 從 つ て

、 互 に 集 つ て
、 逾 に 細 い 束

（幅 約 0．1mm ） に な つ て （ttの 部で も 6 本位 の 筋 肉 を認 め る事 が 出來 る ）W

字 形 をな す
、 後 頭 孔後 背 縁 の 、W の 谷 の 部 に 起始 點 を有 す る

。 長 さ約 1．0− 1．8

mm ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
T
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蠶 見 頭 部 の 内 部
』
骨 骼 と 筋 肉 1as

　　D． 側 腹部 の もb 　
：
　

− ・　　
… ／ ／・一一　 ／

　　　　　　 ．　　 ・：

　（11）側腹部 咽頭 擴脹筋 （Musc し11us　dilat｛ttor 　pbat：y 　tigis　ventt ’olat・eralisi 緯igsl

　　　 ．2 ＆ 6
，
Ph　11）

　　　 ＝ dilatateuvs　lateraux　inf6rieurs　du　pharynx ，
　BI、Axc ．

　咽頭紳經 環 の 直後、
（2）の 後方 で

、 之 と 2 本 の 太 い 環状筋 に よ つ て 隔 て られ

て
、 食道 の 側腹 の 部分 及 び 其 の 後方 に 附着 す る もの で

、 （約 1．2mm ．の 間か ら）、

全體 と し て は ．扇形 をな して 側方 に 進 み
、

テ ン ト リ ウ ム 後 枝の 附 養點 の 側方 で
、 ．

後頭 孔 の 側 縁 か ら起 つ て 居 る
。 約 13 本 の 筋 肉束 か ら成 る 。

　　　　　　 8． 後頭孔の 筋 肉 （Mnsele　of 　the　occipit ．al　foramen）

　（ユ） 後頭 孔背 腹 筋 （．！lusculug　dorsosrentralis　fortlllliniSL　 occipitalis ）（Flg．2，

　　　 Oc　1＞　 ，

　後頭 孔 の 側背縁 か ら起 る 、 約 10 本 の 筋 肉 束か ら成 り
、 前内腹方 に 進 む に 從

つ て
、 各 筋 肉束 は集 つ て 細 くな り

、
2 本 の 腱（時 に も つ と多 い 事が あ る ）と な つ

て
、

テ ン 1・　 ｝」 ウ ム 後枝の 附 着 點 の 側 後方 に 附着 す る5 此 の 部分 は
、 比稜的廣 V・

、

白色 の キ チ ン 突 起 を な して 居 る （Fig．2，
　Ct＞。 此 の 筋 肉 は私 の 見 た 文 獻 1こ は 見

當 らなか つ た か ら、 前 の 樣 な 名 を附 け て 置 い た
。

相 同關係 は 不 明 で あ る が 、恐

ら くは
、 下 腮 （又 は 下 唇 ）の 筋 肉 が

、 頭部 の 變形 に 件 つ て
、 そ の 元來 の 附着點か

ら離 れ た の で は な か ら うか
。 其 の 様 な 想像 の 理．由 は 、 他 の 昆 蟲で は 後頭 孔縁 の

頭 頂 か ら 、 下 孱 （叉 は 下 腮）へ の 筋 肉 が 記 さ れ て あ る が （B ．tl　H
，

ユ865 ； FOLsoM
，

IS99；SpEYER ．1922、蠶で は そ れ が な v ・ か ら 。

1

9． 消食管の筋 肉。

　外部 の 環 歌 筋 と 内部 の 縱 走筋 と か ら成 る が 、 之 は 組 織學的 に 研究 す る べ き も

の と思 ふ か ら ，
丿

解 剖的 の 私 の 今 の 論 丈か らは 省 く事 と した 。

　　　　　　　　　　　　10． 文 　獻 （Liヒera もure ）

　 1，BAsH ，　S．1865・Skeletむulld　Mu8kelll　des　Kopfes　von 　Ter肌 es．　Zeisヨ．　wis §．　ZoDl．　Bd ・lt5，　PP・55

− 7う． lTaf ． 2．　BAUER ，　A ．1910．　 Die ムエuskulatur 　von 　1勉伽 （ins　ma アginαlis．
11bid

．Bd，95
，
　pp．591−

616． 19Figs ．　im 　Text・ 3．　BLANC ，　L ．1891．　 La 　fete　du　Bombyx 　moni 　Sl　1’6tat　larvaire，　anatOmie 　et

physiologie・Trav．　Lab．　Etud．　So1e．　ISS9− 1890．　Lyon ．　PP ．163− 310．9δ倉gs．　4．　CoMSToCK ，」・H 。＆

KocHI ．　C．1902．　 The　Skele紋）n　of　the　Head　of　lnsectS．　Amer．Na七，，　x
’
ol．36，

　pp，13− 45
，
　figs．1− 29．5．

FOLsoM ，　J．　W 、1899．　 The 　Anatomy 　alld 　Physiobgy 　ol　the　Mo ロth　PartS　of　the　Colle皿 U）1跚 ， 伽 he・

sella　cincta 五 Bμ1L　Mu5 ．　Co 【np ．　 ZQol，　 YoL 　3tt．　PP．7「 39．　pls．1− −1．　6．　HoLMGREN ，　N ．1904。　Zur

Mo 叩 hologie　des　Insektenkopies．　 Zeit響，　wiss ．　Zool ．　Bd ．76
，
　pp．439− 477

，
　Tal．27− 2S，7．　R1x；EY ，

　W ．

A ・19（ML　The　EmbryologioaH）evelopment 　ef　t・he　＄keleton　e 壷　the　Head 　o藍B 幗 臨．　 Amer ，　Nat．　vQL

Z8，　pp．77アー810
♪
12　figs．8．　SPEYER ，　W ．1922． 1）ie　Mu8ku 撤 ur　der　larv群 on 　P5 ご’跚 9 瀧 卿 漁 ‘向
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二乙。　Ein　Beitrag　zur 　Morphologie　des　Insekもenk6rper ∈．　Zei鳳 wis ＆ Zool．　Bd．119
，
　pp−423−−492，

26．

Textfig．　u ．　Taf．　V ］工　9．　YUAsA ，H ．1919．「rhe　Anatemy 　of　the　Head 　and −Moubh　Parts　of　Orthop・

ter・　snd 　Euplex。ptera．」・urn ．・f　M ・rph ，　v・1．33
，
　PP．　2gl− rS7．9　pls．　 lb．池田榮太臥 1915．賞驗

鷲體解剖生 理 笛。
11．町田次耶、1923。 「蠶兒の ロ 具に 就 て 」 佐久 良會蝶 誌第 13 號 Q 　12．須田金之肋、

1920．「三 宅博士 の 『目本蠶學 者未記載の 蠶盟 に 關す る數黝 に 就て 』に 對 し猖
一

言 な添ふ 」 蠶業雜 報第 28

年、327 號 。 1＆ 外山龜太郎、190§．蠶種論。
14．外山龜太鄭、石渡簗胤 、 1896．賓驗蠶髏解剖 。

Fig．　LFig

．2．

Fig．3．

Fig．4．

Fig．5．

Fig．6．

Fig．7．

　　　　　　　　　11． 挿 圖及 び其 の 符 號 の 設明。

蠶兒 の tentorium ． 頭頂 、前頭 、頭盾を 切 取 つ て 、前背 面右側 か ら見 た もの e

A． 蠶兒 の 頭 秬背面左方か ら見た も の 、左 の 上 腮 友び頭頂 の 全部、右 の 頭頂 、 頭盾、 前頭の 藁 蔀

楜 サ 取 つ て 内部な示す o

B ．右 の 觸角を 内測背面 か ら見 た横型 圖 。

A ．左 の 上腮 奄 内方か ら見 た もの 。

B ．右 の 唾腺奄 内側 か ら見 た もの
。

左 の 下 腮な後方背 面 か ら見 た もの 、 テ ン ト Ll ウ ム 前技 存 側 方 に 倒 し て 之 か ら起 る下腮筋肉を示

す 。 Mx 　4 と Mx 　5 は 燦始點の
一部が 、 又 三 角板 か ら起 る Md 　3 は 全部が 切 取 られ て 居 る 。

下 唇撰 正 申ta　i り 稍左 に 偏 して 矢朋切 りに 切 っ て 、筋肉存示 し た もの
。

A ．咽喉 、上 唇な 其 等 の 筋 肉 と共 に 取 出 して 、左背面 か ら見 た 所 。
左側 の ？h　6− Ph 　9 は切 取

つ て あ る o

B ． Ph 　8 と背脉筍との 闘係 o 左 側背面 か ら見 た もの o

上 唇 の 後縁附近で 、 略 1 正 中隷 と直角tc切 つ た 躅 。

　 Ac 畧 acetabulum 　Aも冨antenna 　Bp ＝ basal　p】ate 　C ；card6 　 Ca1＝oorpora 　aUata 　 C】昌clypeus

CnSg ＝ connective むissue　o ［もhe　si】k−gland　CnT ＝ oonnec 鱗ve 　tissue　Q正もhe 栂 n 枕｝rium 　CTn ＝Gorpo 一

  n 船 dun ≧ Dv 　＝ 　dorsal　vessel 　 Fg 〔D ）＝Fillipis　gland （its　duct）　Fr ＝ Frons　Hy ＝ hypopharynx

Li 昌 1abium　U 　1−1」i　5＝mu8cles 　o匠もhe 互abium 　LP ＝1abial　palpus 　Lilr＝ 1abru【n 　I疋 1−2＝it追 Inuscle 昌

M ＝ men 伽 n 　Md （1− 4）＝mandible くitS　muscles ｝ MTn ＝ metatentoriuln 　Mx （1− 8）＝ 皿 axilla ｛its

mnsc1 〔ts） Mxl ＝ ma ．yillary 　lobe　 MxP （1− III）＝ 晒 axilla 坩 palpus （itS　segmentS ｝ Oc（1》＝ accipi ちaI

forameロ ‘its　mu8c 玉e）　 Pf＝ palpifer　Ph （1− 11｝＝ pharpnx （iもs　 muscies ｝ Phg 謂 subpha 童yngeal

gland　Clkeda
，

s ） R 富 ring 　muscle 　Rーロ ；rectr）teDdon　o〔もhe　mandible 　Sg 二si】kgland 　S血 「sub ・

Inen 加 m 　Sp＝spinneret 　 Sv ＝ s 曲 vary 　gland 　Svd　・its　duct　 Su，Og ＝ sepruoe §ophagea 聖gangLion

聖m 講奴）rma ．

邦産淡水魚吸蠹の 二 三新種 に 就て （豫報）

東京帝國大學 理 學 部動物學教室

尾　 ．崎 佳 正

　　　　　　　　　　　　 AliocreadUm ／aponiCum 　nov ．　Sp。

　皚は 長橢 圓形 に して 背腹 に 稍や 扁卆 な り 。 長 さ 4．4− 62 粍 。 幅 1．1− 1．38粍 。

皮 膚 は 李 滑 な り
・
。

口 吸盤 は 皚 の 前竭 に 在 りて 腹面 に 開 口 す
。

．
直徑 0．32− 0・43粍 。

腹吸盤 は 前端 よ
・
り體長 の 五 芬 の 一 乃 至 六 分 の 三 の 所 に 在 り

。

・
直徑 0・4昏

「
0・65粍6
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